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昨
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
副
大
統
領

カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
氏
の
演
説
で
、
久
し

ぶ
り
に
胸
を
つ
く
言
葉
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ハ
リ
ス
氏
は
、
演
説

の
中
で
子
供
た
ち
に
こ
う
訴
え
ま
し

た
。
「
志
高
く
夢
み
よ
。
信
念
を
持
っ

て
先
陣
を
切
れ
、
た
ん
に
前
例
が
な
い

か
ら
と
他
人
が
否
定
し
て
も
我
が
道

を
ゆ
け
。
私
た
ち
は
、
み
な
さ
ん
の
一
歩
一
歩
に
喝
采
を
送
り
ま
す
」 

 

さ
て
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
で
は
、
次
世
代
に
向

け
て
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
再
定
義
す
る
「
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
２

０
３
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
新
た
な
学
習
枠
組
み
と
し
て
「
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
コ
ン
パ
ス
（
学
び
の
羅
針
盤
）
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。
中

心
的
な
概
念
に
据
え
て
い
る
の
が
「
生
徒
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
で
す
。

文
科
省
で
は
、
「
変
化
を
起
こ
す
た
め
に
、
自
分
で
目
標
を
設
定
し
、

振
り
返
り
、
責
任
を
も
っ
て
行
動
す
る
能
力
」
と
解
説
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
新
し
い
時
代
に
必
要
な
力
と
し

て
「
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
力
」
「
対
立
や
ジ
レ
ン
マ
を
克
服
す

る
力
」
「
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
力
」
と
解
説
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
概
念
は
、
昨
年
度
か
ら
皆
さ
ん
に
伝
え
て
き
た
「
50

cm
革
命
」
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
進
展
す

る
情
報
化
時
代
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
あ
っ
て
求
め
ら
れ
る
も

の
は
、
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
で
代
替
で
き
な
い
夢
・
志
・
想
像
力
や
芸
術

的
な
感
性
、
柔
軟
な
対
応
力
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
全
校
生

徒
の
皆
さ
ん
に
、
本
年
も
同
じ
こ
と
を
訴
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
『
本

校
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
下
、
高
き
志
を
常
と
し
、
「
昨
日
の
自
分
を

超
え
て
行
く
」
と
い
う
心
構
え
で
学
び
続
け
、
意
欲
を
持
っ
て
考
え

抜
き
、
グ
ル
ー
プ
で
学
び
合
い
、
創
発
的
に
何
か
を
生
み
出
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
勇
気
を
持
っ
て
第
一
歩
を

踏
み
出
す
50

cm
革
命
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
』 

 

最
後
に
大
変
嬉
し
い
報
告
を
い
た
し
ま
す
。
本
校
で
は
、
昨
年
度
、

文
部
科
学
省
マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
次
世
代
地
域
産
業
人

材
育
成
刷
新
事
業
）
に
応
募
し
、
こ
の
程
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本

校
の
主
な
取
組
は
、
事
業
名
と
し
て
、
山
梨
ワ
イ
ン
発
展
の
た
め
の

協
働
と
若
手
技
術
者
の
育
成
～
ワ
イ
ン
醸
造
学
習
を
中
心
と
し
て

ワ
イ
ン
県
や
ま
な
し
の
地
域
資
源
活
用
、
地
域
活
性
、
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
職
業
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
～
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
向
け
５
学
科
が
連
携
し
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
中
、
３
カ
年
の
研

究
の
船
出
と
な
り
ま
す
。
農
林
高
校
生
、
夢
・
希
望
を
持
っ
て
、
学

校
全
体
で
50

cm
革
命
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。 

 

「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
」
（
放
課
後
講
座
）  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
究
主
任 

保
坂 

由
美  

 

「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
」
は
、
就
職
や
進
学
に
向
け
て
の
基
礎
学

力
を
高
め
る
学
習
や
、
資
格
取
得
に
向
け
て
の
学
習
、
生
き
る
力
を
高

め
る
た
め
の
学
習
を
目
的
と
し
て
、
生
徒
が
自
主
的
に
参
加
す
る
講
座

で
す
。
月
曜
日
の
放
課
後
行
わ
れ
る
こ
の
時
間
を
活
用
し
て
、
生
徒
の

皆
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
を
込
め
て
開
設
さ
れ
、
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
「
作

文
・
小
論
文
」
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
基
礎
」
「
韓
国
語
」
「
フ
ラ
ワ
ー
技
能
士
三

級
学
習
」
「
簡
単
な
木
材
加
工
」
「
二
級
土
木
試
験
対
策
」
「
二
級
造

園
施
工
管
理
検
定
学
習
」
「
製
菓
・
製
パ
ン
・
メ
ニ
ュ
ー
開
発
」
「
ワ

イ
ン
を
学
ぼ
う
」
等
、
多
種
多
様
な
21
講
座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
、
68
名
の
生
徒
が
登
録
し
、
随
時
追
加
受
講
者
を
加
え
な
が
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
受
講
し
た
生
徒
か
ら
は
「
ニ
ュ
ー
ス
を

意
欲
的
に
見
る
よ
う
に
な
っ
た
」
「
韓
国
語
を
覚
え
る
の
が
楽
し
か
っ

た
」
「
農
業
鑑
定
競
技
の
全
国
大
会
に
出
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
っ
た
」
「
マ
フ
ィ
ン
を
改
良
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
、
意
欲
的
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

間
は
、
生
徒
と
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
も
な
り
、
学
校

生
活
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
次
世
代
地
域
産
業
人
材
育

成
刷
新
事
業
）
」
指
定
校
に
決
定  

農
場
長 

嶋
津 

文
彦  

 

産
業
界
と
高
校
が
連
携
し
て
先
端
技
術
の
人
材
育
成
に
取
り
組
む
文

部
科
学
省
の
「
マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
事
業
に
、
本
校
が
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
の
新
規
事
業
で
、
全
国
で
12
機
関
が
指
定

さ
れ
、
関
東
甲
信
東
海
地
方
の
指
定
は
本
校
の
み
で
す
。 

 
１ 
事
業
名 

 

山
梨
ワ
イ
ン
発
展
の
た
め
の
協
働
と
若
手
技
術
者
の
育
成 

   

～
ワ
イ
ン
醸
造
学
習
を
中
心
と
し
た
ワ
イ
ン
県
や
ま
な
し
の
地
域    

   

資
源
活
用
、
地
域
活
性
化
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
職
業
人
材 

   

の
育
成
を
目
指
し
て
～ 

２ 

事
業
内
容 

 

地
方
自
治
体
（
甲
斐
市
）
・
県
産
業
界
（
甲
斐
市
商
工
会
）
・
学
校

設
置
者
（
山
梨
県
教
育
委
員
会
）
が
共
同
申
請
者
と
な
り
、
農
林
高
等

学
校
を
指
定
校
と
し
、
マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
県
産

業
界
の
現
役
役
職
者
）
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
産
業
実
務
家
教
員

（
企
業
技
術
者
）
に
よ
る
授
業
や
企
業
実
習
に
取
組
み
、
産
業
界
と
一

体
と
な
っ
て
県
ワ
イ
ン
産
業
の
職
業
人
材
育
成
を
進
め
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
ワ
イ
ン
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
広
げ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
指
定
は
２
０
２
３
年
度
ま
で
の
３
年
間
。 

交
通
事
故
を
な
く
す
取
り
組
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

生
徒
指
導
主
事 

坂
本 

篤 
 

 
 
 

 

高
校
生
が
運
転
す
る
原
付
や
自
転
車
の
交
通
事
故

は
後
を
絶
た
ず
、
高
校
生
が
第
1
当
事
者
と
な
る

ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
本
校
に
お
い
て
も
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
安
全
教
育
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
登
下
校
中
や
休
日
の
事
故
が
何
件

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
は
、
事
故
の
恐
さ
や
交

通
法
規
の
必
要
性
を
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
実
際

の
路
上
で
は
、
そ
れ
が
正
し
い
行
動
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
こ
と
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
若
者
特
有
の
特
性
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
事
故
を
起
こ
し
た
人
に
課

せ
ら
れ
る
義
務
や
責
任
を
正
し
く
理
解
で
き
て
い
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

生
徒
が
生
涯
に
渡
っ
て
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
高
校
時
代
に
交
通
社
会
人
と
し
て
の

マ
ナ
ー
と
モ
ラ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
年
度
、
４
月
に
危
険
性
を
理
解
し
て
安
全
を
考
え
る

と
い
う
内
容
で
Ｊ
Ａ
Ｆ
山
梨
支
部(

丹
澤
氏)

に
よ
る

交
通
安
全
講
話
を
実
施
し
、
各
自
が
自
分
の
登
下
校
を

見
直
し
ま
し
た
。
６
月
に
は
甲
斐
警
察
署
と
Ｊ
Ａ
共
済

主
催
の
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
を
開

催
し
、
危
険
な
自
転
車
走
行
に
伴
う
事
故
を
模
擬
体
験

し
て
安
全
な
運
転
の
必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
、
生
徒
が
主
体
的
に
交
通
法
規
と
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
べ
く
、
学
期
末
に
全

校
生
徒
と
保
護
者
を
対
象
に
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｓ
を
使
用
し

た
交
通
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。 

 

高
校
生
に
多
い
交
通
違
反
に
『
一
時
不
停
止
』
『
自

転
車
運
転
中
の
イ
ヤ
フ
ォ
ン
や
ス
マ
ホ
使
用
』
が
あ
り

ま
す
。
交
通
に
は
相
手
が
い
る
こ
と
。
自
分
の
こ
と
し

か
考
え
て
い
な
い
行
動
は
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
。
他

者
の
行
動
を
予
測
し
な
け
れ
ば
危
険
回
避
が
で
き
な

い
こ
と
を
再
度
認
識
し
、
正
し
い
行
動
が
と
れ
る
よ
う

引
き
続
き
安
全

教
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま

す
。
関
係
各
位
に

は
、
ご
指
導
・
ご

協
力
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

講話・交通安全教室の様子 
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進
路
状
況
（
過
去
三
年
間
の
主
な
実
績
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

〈
就
職
〉 

甲
斐
日
産
自
動
車
株
式
会
社
、
株
式
会
社
中
村
製
作
所
、
関
東
建
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、
山
梨
積
水
株
式
会
社
、
株
式
会
社
サ
ン
ウ
ッ

ド
、
甲
信
梱
包
株
式
会
社
、
株
式
会
社
富
士
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
ア

イ
パ
ッ
ク
ス
イ
ケ
タ
ニ
株
式
会
社
甲
府
事
業
所
、
株
式
会
社
ム
ラ
コ
シ

精
工
山
梨
事
業
所
、
東
洋
ア
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
山
梨
工
場
、
有
限
会

社
清
水
ス
テ
ン
レ
ス
、
株
式
会
社
テ
ィ
・
エ
ス
・
シ
ー
山
梨
工
場
、
株

式
会
社
山
幸
、
株
式
会
社
サ
サ
キ
、
株
式
会
社
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
、
神
州

一
味
噌
株
式
会
社
、
甲
府
東
洋
株
式
会
社
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
製
菓
株
式
会

社
、
株
式
会
社
み
す
ず
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
熊
本
県
果
実
農
業
協
同

組
合
連
合
会
白
州
工
場
、
龍
王
産
業
株
式
会
社
、
株
式
会
社
洋
菓
子
舗

ウ
エ
ス
ト
一
宮
工
場
、
株
式
会
社
は
く
ば
く
、
株
式
会
社
オ
ギ
ノ
、
株

式
会
社
ア
マ
ノ
、
株
式
会
社
山
梨
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
、
株
式
会
サ
カ
イ

引
越
セ
ン
タ
ー
、
株
式
会
社
カ
サ
・
ピ
ノ
・
ジ
ャ
パ
ン
韮
崎
工
場
、
株

式
会
社
石
和
名
湯
館
糸
柳
、
株
式
会
社
セ
ラ
ヴ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
泉
郷
清
里

高
原
ホ
テ
ル
、
株
式
会
社
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
株
式

会
大
場
造
園
、
株
式
会
社
田
中
造
園
、
有
限
会
社
吉
井
造
園
、
株
式
会

社
津
々
美
造
園
、
株
式
会
社
石
原
グ
リ
ー
ン
建
設
、
社
会
福
祉
法
人
や

ま
な
し
勤
労
者
福
祉
会
、
医
療
法
人
社
団
高
原
会
、
甲
斐
市
役
所
、
航

空
自
衛
隊
自
衛
官
候
補
生  

 
 〈

進
学
〉 

山
梨
学
院
大
学
、
健
康
科
学
大
学
、
帝
京
科
学
大
学
、
駿
河
台
大
学
、

神
奈
川
工
科
大
学
、
も
の
つ
く
り
大
学
、
東
京
農
業
大
学
、
南
九
州
大

学
、
上
武
大
学
、
日
本
大
学
、
育
英
大
学
、
大
東
文
化
大
学
、
城
西
大

学
、
山
梨
学
院
短
期
大
学
、
武
蔵
丘
短
期
大
学
、
山
梨
県
立
農
業
大
学

校
、
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
、
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学

校
、
山
梨
県
立
峡
南
高
等
技
術
専
門
校
、
山
梨
秀
峰
調
理
師
専
門
学

校
、
甲
府
看
護
専
門
学
校
、
山
梨
県
美
容
専
門
学
校 

サ
ン
テ
ク
ノ
カ

レ
ッ
ジ
、
大
原
簿
記
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
医
療
福
祉
保
育
専
門
学
校
甲
府

校
、
優
和
福
祉
専
門
学
校
、
東
京
愛
犬
専
門
学
校
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ

レ
ッ
ジ
桜
ヶ
丘
、
国
際
ペ
ッ
ト
ワ
ー
ル
ド
専
門
学
校
、
日
本
自
動
車
大

学
校
、
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校
、
中
央
医
療
健
康
大
学
校
、
Ｈ

Ａ
Ｌ
東
京
、
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
ア
ー
ツ
東
京
、
中
央
歯
科
衛
生
士
調
理
製

菓
専
門
学
校
、
育
成
調
教
技
術
者
養
成
研
修(

Ｂ
Ｔ
Ｃ
研
修)

服
部
栄
養

専
門
学
校
、
名
古
屋
ス
イ
ー
ツ
＆
カ
フ
ェ
専
門
学
校
、
新
東
京
歯
科
衛

生
士
学
校 

〈
令
和
二
年
度
卒
業
生
〉 

 
 

○
就
職 

66
名 

・  

進
学 

65
名 

  

○
進
学
の
内
訳 

  
 

大
学 

10
名 

・  

短
大 

６
名  

・ 

専
門
学
校 

49
名 

 

学
校
説
明
会
・
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
講
座 

 

今
年
度
の
学
校
説
明
会
は
８
月
22
日(

日)

に
桃
源
文
化
会
館
桃
源

ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま
す
。
内
容
は
前
期
募
集
検
査
も
含
め
入
試
の

話
、
進
路
指
導
、
生
徒
会
活
動
、
５
学
科
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
詳

し
い
学
校
の
様
子
が
わ
か
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
学
校
説
明
会
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
職
員
・
生
徒
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
12
月
４
日(

土)

に
学
校
説
明
会
第
２
弾
も
行
い
ま
す
。 

 

中
学
生
向
け
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
講
座
は
７
月
～
12
月

に
10
講
座
実
施
し
ま
す
。
「
ブ
ド
ウ
の
魅
力
」
「
野
菜
博

士
」
「
森
林
の
機
能
」
「
本
棚
作
り
」
「
橋
に
つ
い
て
」

「
距
離
測
定
」
「
建
設
機
械
操
作
」
「
竹
を
使
っ
た
小
物
作

り
」
「
み
か
ん
の
薄
皮
」
「
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
」
等
、
各
学

科
で
の
特
性
を
生
か
し
た
講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

学
校
説
明
会
・
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
講
座
の
参
加
希
望

の
方
は
、
農
林
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
（
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｓ
）
で

行
い
ま
す
の
で
、
各
自
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第
七
十
三
回
山
梨
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

 

令
和
３
年
度
、
第
73
回
山
梨
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
が
５
月
12
日
か
ら
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

総
体
で
は
、
関
東
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
そ
の
他
の
全

国
大
会
予
選
を
兼
ね
て
い
る
競
技
も
あ
り
そ
の
結
果
、

関
東
大
会
出
場
に
陸
上
競
技
部
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
、
ま

た
そ
の
他
の
全
国
大
会
に
は
レ
ス
リ
ン
グ
部
が
出
場
資

格
を
獲
得
し
ま
し
た
。
今
後
の
大
会
に
お
い
て
も
農
林

高
校
性
の
活
躍
を
心
か
ら
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

〇
テ
ニ
ス 

 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

小
林
朱
綺 

ベ
ス
ト
32
、
飯
野
智
聖 

２
回
戦
敗
退
、
上 

 

 

田
敏
輝 

１
回
戦
敗
退
、
小
田
切
響
矢 

１
回
戦
敗
退
、
鈴
木
竜
也 

１
回
戦
敗 

 

退
、
谷
口
裕
１
回
戦
敗
退 
 

 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

 

佐
竹
葵
野 

１
回
戦
敗
退 

  

男
子 

ダ
ブ
ル
ス 

飯
野
・
小
林 

準
々
決
勝
敗
退 

ベ
ス
ト
８
、
上
田
・
小
田 

 

切 

１
回
戦
敗
退
、
鈴
木
・
寺
崎 

１
回
戦
敗
退 

  

男
子
団
体 

１
回
戦 

農
林
１-

２
東
海
大
甲
府 

敗
退 

〇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

男
子
団
体 

１
回
戦 

農
林
０-

３
身
延 

敗
退 

〇
卓
球 

男
子 

１
回
戦 

農
林 

１-

３
山
梨 

敗
退 

 
女
子 

準
々
決
勝 

農
林 

０-

３
甲
府
商
業 

敗
退 

ベ
ス
ト
８
、
順
位
決
定
戦 

 

 
農
林 
１-

２ 

吉
田 

敗
退
、
農
林 

２-

３
山
梨 

敗
退
、
女
子 

団
体
戦
８
位 

〇
サ
ッ
カ
ー 

１
回
戦 

農
林
０-

７
甲
府
南 

〇
陸
上 
男
子
5000

ｍ 

第
５
位  

宮
川
蓮
乃
、
女
子
1500

ｍ 

第
７
位 

新
津
今
日
華 

 

女
子
3000

ｍ 
第
６
位 

新
津
今
日
華
、
女
子
ハ
ン
マ
ー
投 

第
３
位 

永
田
舞 

〇
剣
道 

個
人
戦 
男
子 

山
本
翔
三
・
飯
嶋
未
来 

２
回
戦
敗
退 

 

女
子 

河
野
日
向 

２
回
戦
敗
退 

〇
弓
道 

 

男
子
Ａ
チ
ー
ム
１
次
予
選
通
過
、
男
子
Ｂ 

女
子
Ａ
・
Ｂ
チ
ー
ム
予
選
敗
退 

〈
個
人
戦
〉
石
川
友
陽 

予
選
通
過
〈
団
体
戦
〉
男
子
Ａ
チ
ー
ム
２
次
予
選
敗
退

〈
個
人
戦
〉
入
賞
な
し(

石
川 

10
位
タ
イ) 

〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

１
回
戦 

農
林
78-
81
山
梨 

 

〇
レ
ス
リ
ン
グ 

団
体
戦 

リ
ー
グ
戦 

３
位 

１
回
戦 

農
林
０-

７
韮
崎
工
業  

 

２
回
戦 

農
林
２-

５
城
西 

・
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
〈
個
人
戦
〉 

 

51

kg 

山
本
貴
雪 

３
位
、
60

kg 

伊
東
秀
斗 

３
位
、
80

kg 

竹
川
颯
柊  

 

 

３
位
、
92

kg 

山
本
舜 

２
位
、
125

kg 

宮
川
倖
征 

３
位 

・
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
〈
個
人
戦
〉 

 

51

kg 

山
本
貴
雪 

３
位
、
55

kg 

一
瀬
連 

３
位
、
80

kg 

竹
川
颯
柊 

２ 

 

位
、
80

kg 

田
村
鷹
彦 

３
位
、
92

kg 

山
本
舜 

３
位
、
125

kg 

宮
川
倖
征   

 

３
位 

  

指
導
性
、
社
会
性
、
科
学
性
を
高
め
て
い
ま
す 

 

今
学
期
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
農
業
ク
ラ
ブ
総
会
、
新
入
生

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
校
内
意
見
発
表
、
地
域
交
流
等
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
中
で
必
ず
農
業
ク
ラ
ブ
の
目
標
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

農
業
ク
ラ
ブ
の
目
標
は
「
指
導
性
、
社
会
性
、
科
学
性
を
高
め
る
こ

と
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
の
学
習
内
容
は
各
学
科
に

よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
樹
木
の
剪
定
、
測
量
の
実
習
、
花
・
野
菜
の

栽
培
、
食
品
製
造
等
全
て
の
授
業
、
学
校
生
活
を
通
し
て
皆
さ
ん
は

農
業
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参
加
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
農
業

ク
ラ
ブ
の
目
標
で
あ
る
「
指
導
性
、
社
会
性
」
に
は
、
ど
ち
ら
も
自

分
の
考
え
を
持
ち
、
相
手
の
考
え
を
受
け
入
れ
、
協
力
し
て
集
団
の

考
え
を
構
築
し
て
い
き
、
社
会
へ
貢
献
す
る
と
い
っ
た
「
つ
な
が

り
」
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
「
科
学
性
」
は
職
業
的
な
技
術
を
持
つ

こ
と
で
、
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
も
「
問
題
解
決
能
力
」
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
す
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
生
涯
を
通
し
て
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
学
校
生
活
等
を
通
し
て
意
識
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
現
在
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
様
々
活
動
に
制
限
等

あ
り
ま
す
が
、
今
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中
で
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た

ら
良
い
の
か
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、

一
人
一
人
が
目
標
に
近
づ
い
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
将

来
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
時
が
必
ず
来
ま
す
。
そ
の
時

を
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。  

学校Web サイトもご覧ください 

http://www.norinh.kai.ed.jp/ 

放送で行う 

校内意見発表 


